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　令和7年10月31日（金）、大阪国道事務所において、府内道路管理者（26名）
および鉄道事業者（12名）が出席し、「大阪府道路鉄道連絡会議」を開催しま
した。
　本会議では、跨線橋の点検結果や修繕状況、また国土交通省からの「鉄道委託
工事における透明性確保」に関する事務連絡を踏まえ、費用・積算の明確化や
協議の迅速化をテーマに意見交換を行いました。
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　また、事前に実施したアンケートでは、費用内訳の不透明さ、協議・調整の
長期化、成果品の妥当性、防災時の連絡体制などが主な課題として挙げられ
ました。
 会議では、道路管理者からは成果品や精算資料の明確化を求める意見、鉄道
事業者からは人員制約や自治体間の運用差を踏まえた改善提案があり、双方で
「早期協議」「標準様式化」「合同現地調査の推進」が重要との認識で一致
しました。
防災面では、緊急時の連絡体制の明確化を目的として、新たに担当者・連絡先
を整理した一覧表を作成・共有することを確認しました。
 今後も、透明性の向上、協議の迅速化、連携強化を柱に、関係機関が一体と
なって安全で効率的な道路鉄道管理を推進していきます。

　跨線橋の点検・修繕状況については、大阪府内における2巡目（2019～2023
年度）の定期点検結果から、Ⅳ（緊急措置段階）の割合は全橋梁・跨線橋ともに
0％でしたが、Ⅲ（早期措置段階）は全橋梁が5％に対し跨線橋は15％と
10ポイント高く、修繕等の措置完了割合も全橋梁が36％に対し跨線橋は27％と
9ポイント低い結果となりました。このことから、跨線橋の維持管理が依然と
して厳しい状況にあることが確認されました。


